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電
光
掲
示
板
で
避
難
情
報
等
を
提

供
で
き
る
「
災
害
対
応
型
自
動
販

売
機
」
の
市
内
施
設
へ
の
導
入
を

検
討
で
き
な
い
か
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ー
ド
か
ら
の
緊
急
情
報
提
供
は

聴
覚
障
が
い
者
や
外
国
人
の
方
々

に
と
っ
て
も
有
効
で
あ
る
。

　

総
務
部
長　

飲
料
系
の
企
業
が

積
極
的
に
普
及
を
進
め
て
い
る
現

状
が
あ
る
の
で
、
他
市
等
の
動
向

を
見
た
い
と
思
う
。

■
そ
の
他
に
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
普
及
の
た
め
の
講

習
会
開
催
を
求
め
る
質
問
を
し
ま

し
た
。

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

�
地
域
の
防
災
や
救
援
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
災
害
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
効
果
が
期
待

さ
れ
る
民
間
資
格
「
防
災
士
」
の

育
成
を
自
治
体
が
自
ら
行
う
例
が

増
え
て
い
る
。
元
自
衛
官
、
消
防

士
、
警
察
官
な
ど
の
民
間
人
が
定

年
後
に
「
防
災
士
」
の
資
格
を
取

る
こ
と
が
多
い
。
高
齢
化
の
進
む

な
か
で
、
地
域
の
経
験
あ
る
人
材

を
活
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

小
金
井
市
で
も
養
成
講
座
な
ど
を

設
け
育
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

都
内
で
は
世
田
谷

区
が
行
っ
て
い
る
が
、
一
人
単
価

５
万
３
千
円
の
経
費
が
か
か
っ
て

い
る
。
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�
災
害
時
は
飲
料
を
無
料
と
し

　

�
南
小
学
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド

改
修
の
早
期
実
施
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
児
童
の
お
母
さ
ん
方
か
ら
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
プ

ー
ル
サ
イ
ド
の
ひ
び
割
れ
の
現
場

を
見
て
来
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
早
期
実
施
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

早
い
時
期
で
の
施

工
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　

予
算
は
計
上
す
る
方
向

で
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
周
知
・
普
及
の

拡
大
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
た
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

�
父
子
手
帳
を
交
付
し
、
子
育

て
支
援
を
推
進
し
な
い
か
。
子
育

て
支
援
に
お
け
る
父
親
の
参
画
は

大
変
、
重
要
で
あ
る
。
意
識
啓
発

に
も
な
る
父
子
手
帳
を
交
付
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

父
親
参
画
の

観
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

�
新
小
金
井
交
番
西
の
樹
木
伐

採
後
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
。
通

行
し
て
い
る
市
民
か
ら
、「
危
険

な
の
で
、
整
備
し
て
欲
し
い
。」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
安
全

の
た
め
、
早
急
に
歩
道
の
整
備
を

す
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

以
前
か
ら
安

全
対
策
の
要
望
が
あ
っ
た
場
所
で

す
。
ご
希
望
に
添
う
よ
う
に
交
渉

し
て
い
き
ま
す
。

スリーデーマーチの会場となる小金井公園

　

市
長　

健
康
づ
く
り
に
は
歩
く

こ
と
が
効
果
的
で
す
。
大
会
に
対

し
て
は
地
元
市
と
し
て
で
き
る
だ

け
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�
道
路
雨
水
の
地
下
浸
透
施
設

設
置
を
。
小
金
井
市
は
水
大
賞
を

も
ら
う
ま
で
に
屋
根
雨
水
地
下
浸

透
桝
の
設
置
数
が
多
い
。
集
中
豪

雨
時
の
た
め
に
も
道
路
雨
水
地
下

浸
透
施
設
を
市
と
し
て
も
積
極
的

に
設
置
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

公
共
下
水
の

処
理
量
の
削
減
、
環
境
面
か
ら
も

必
要
な
施
設
で
、
車
道
に
も
設
置

す
る
方
向
で
進
め
ま
す
。

篠
原
ひ
ろ
し
（
改
革
連
合
）

　

�
全
国
・
海
外
か
ら
数
万
人
が

集
ま
り
３
日
間
で
３
コ
ー
ス
を
歩

く
大
会
で
あ
る
東
京
国
際
ス
リ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
が
小
金
井
公
園
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
金

井
市
を
宣
伝
す
る
の
に
い
い
機
会

な
の
で
地
元
市
と
し
て
出
来
る
だ

け
の
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

生
活
習
慣
病
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
日
々
の
運
動
が
大
切
で
、

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
歩

く
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
か
ら
見

直
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
べ

き
で
あ
る
。
運
営
に
協
力
す
る
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
こ
の
大

国
際
大
会
を
長
く
小
金
井
市
に
定

着
さ
せ
る
た
め
に
市
と
し
て
も
最

大
限
の
協
力
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

東
京
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ

ー
チ
開
催
に
全
面
協
力
を

人
口　

万
の
多
摩
地
域
で
こ
の
精

４００

製
プ
ラ
ン
ト
設
置
を
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
た
め
に
も
、
市
長
会
に

提
案
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長　

取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の

は
入
れ
て
い
く
。

　

�
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
化
に
あ
わ

せ
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発

と
小
金
井
街
道
の
道
路
整
備
、
そ

し
て
北
口
の
駅
前
整
備
の
三
つ
を

一
体
的
に
事
業
展
開
す
べ
き
だ
。

　

市
長　

東
京
都
に
お
願
い
し
て

お
り
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
た
い
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
油
が
下

水
管
に
詰
ま
っ
て
年
間
５
千
件
も

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
東

京
で
も
大
雨
の
時
、
下
水
管
に
つ

い
た
油
か
す
が
川
に
あ
ふ
れ
、
そ

れ
が
固
ま
っ
て
オ
イ
ル
ボ
ー
ル
に

な
り
、
東
京
湾
に
流
れ
て
海
を
汚

染
し
て
い
る
。
都
下
水
道
局
が
年

末
か
ら
年
初
に　

区
内
の
ラ
ー
メ

２３

ン
店
な
ど
を
油
の
回
収
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
る
か
調
査
を
す
る
と

い
う
。
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

都
市
建
設
部
長　
　

件
の
届
出

１７２

が
あ
る
。

　

�
家
庭
や
飲
食
店
で
の
使
用
済

み
油
を
回
収
し
て
精
製
し
、
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
に
す
る
事
業
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ

イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
燃
料
）
だ
。

油回収装置（グリストラップ）

東大通りと連雀通りを結ぶＴ字路

る
上
で
、
そ
の
実
態
に
応
じ
て
弾

力
的
な
学
級
編
成
が
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。
�
弾
力
的
な

学
級
編
成
が
で
き
る
よ
う
に
都
教

育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

�
学
級
編
成
に
つ
い
て
の
都
の
今

後
の
動
向
に
期
待
し
て
働
き
か
け

た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
新
地
方
行
革
指

針
」
で
求
め
ら
れ
る
職
員
削
減
の

影
響
に
つ
い
て
質
問
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
や
職
員
の
健
康
を
守
る
た

め
に
適
切
な
人
員
の
配
置
を
求
め

ま
し
た
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
、
特

に
、
小
学
校
低
学
年
に
お
い
て
、

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
な
ど
の
問
題
を

踏
ま
え
て
、
学
習
・
生
活
面
で
の

有
効
性
と
必
要
性
が
、
中
央
教
育

審
議
会
の
中
で
も
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
�
国
と
都
に
制
度
と
し
て
、

　

人
学
級
の
実
施
を
求
め
な
い
か
。

３０

�
市
町
村
に
学
級
編
成
権
を
ゆ
だ

ね
る
と
い
う
、
国
の
新
た
な
動
向

を
踏
ま
え
て
、
市
と
し
て
、
小
学

校
低
学
年
か
ら
の
少
人
数
学
級
に

踏
み
出
し
、
小
・
中
学
校
の
少
人

数
学
級
実
現
に
向
け
た
努
力
を
求

め
る
。

　

教
育
長　

�
児
童
・
生
徒
の
実

態
が
多
様
化
し
て
い
る
。
基
礎
、

基
本
の
徹
底
と
個
性
の
伸
長
を
図

小
・
中
学
校
で
の
少
人
数

学
級
の
実
現
に
む
け
て

　

都
市
建
設
部
長　

�
整
備
計
画

は
未
定
で
あ
る
が
環
境
保
護
と
の

関
連
も
大
切
に
し
な
が
ら
検
討
す

べ
き
。
�
梶
野
町
部
分
は
区
画
整

理
の
進
捗
を
見
な
が
ら
整
備
す
る
。

東
町
部
分
（
新
小
金
井
迄
）
に
つ

い
て
は
未
定
。
�
整
備
計
画
は
未

定
で
あ
る
が
、
東
小
金
井
駅
南
口

整
備
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
が
必

要
。
�
現
時
点
で
は
未
定
。
�
現

在
道
路
の
あ
る
と
こ
ろ
を
優
先
す

る
。
３
・
４
・　

号
線
（
緑
中
央

１２

通
り
）
終
了
後
、
梶
野
町
の
北
大

通
り
以
南
の
市
道　

号
線
を
優
先

４５６

的
に
整
備
す
る
。

　
　

宮
崎
晴
光
（
民
主
党
）

　

小
金
井
市
に
は
昭
和　

年
に
決

３７

定
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
が
多
数

あ
る
が
、
多
く
が
現
実
化
さ
れ
ず
、

道
路
周
辺
に
住
む
市
民
に
は
制
約

ば
か
り
が
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
東
部
地
区
で
は
実
際
の
市

街
地
や
地
形
と
整
合
し
な
い
都
計

道
が
多
い
。
次
の
都
計
道
を
ど
の

様
に
整
備
し
て
行
く
か
具
体
策
を

質
問
す
る
。
�
現
在
の
連
雀
通
り

に
繋
が
る
２
本
の
都
計
道
の
整
備

を
ど
う
す
る
の
か
。
�
梶
野
町
の

通
称
け
や
き
通
り（
市
道　

号
線
）

４５６

の
延
長
線
の
整
備
を
ど
う
す
る
の

か
。
�
く
り
や
ま
通
り
の
整
備
に

つ
い
て
。
�
東
大
通
り
の
連
雀
通

り
以
南
の
整
備
を
ど
う
す
る
の
か
。

�
こ
れ
ら
未
整
備
道
路
の
優
先
順

位
を
ど
う
考
え
る
か
。

小
金
井
市
の
都
市
計
画
と

現
状
の
乖
離
を
問
う

廃
油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
精
製
を

新
し
い
防
災
民
間
資
格

「
防
災
士
」
の
育
成
を
！

父
子
手
帳
を
交
付
し
、

子
育
て
支
援
の
推
進
を
！


